災害時における「被災前の維持管理状況資料」の整理について

　農林水産省農村振興局整備部防災課からの通知により、適正な災害査定の実施並びに円滑化を図るために｢被災前の維持管理状況資料｣の整理が必要になりしました。
　農業用施設（農道・水路等）の災害復旧には、施設の適正な維持管理と点検記録簿の整理のほか、維持管理作業写真が必要になっています。

　これらの資料が全て整理されてないと国の災害査定時に、適正な維持管理の不備に起因して生じたとして災害復旧事業の申請は｢失格｣の取り扱いとなり、採択しないこととなりますのでご注意ください。
１．維持管理について

　除草作業のみでは維持管理不足とみなされ、災害発生要因となる水路・側溝等の堆積土砂の撤去、補修等を行っていることを示すことが必要です。

 

２．点検記録簿について

　施設を利用する受益者や水利組合等で維持管理の状況や年間計画等を日常から整理して下さい。

（例）
	頭　首　工
	施設点検台帳・取水記録等

	た　め　池
	施設点検台帳・取水記録等

	用排水機場
	施設点検台帳・運転日誌等

	用排水路
	共同役務の実施記録・点検パトロール記録等

	農　　　道
	共同役務の実施記録・定期補修砂利等の投入記録等

	農　　　地
	水田または畑として営農実態が確認できること。（休耕証明）


・水路、農道については、集落単位で維持管理の場合は路線毎の記録は出来ないと思われているので範囲として整理する。
・頭首工等の施設については、１箇所毎に整理する。
３．維持管理作業写真について

　上記の点検や補修を行った際の記録として、維持管理終了後の写真を撮り保管整理しておくことが必要です。

※今後の査定では、説明を求められるので、計画的に記録誌・写真等を整理しておくことが必要です。
